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令和元年度 第１回関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 
 
 
１．開催日時・場所 

令和元年６月１２日（水）１３：００～１５：００ 
  関東森林管理局 東京事務所会議室 
 
２．検討結果 
  需給動向や各委員からの状況報告等を総合的に勘案した結果、現時点において国有林材の供給

調整を実施する必要はない。 
 
３．概要（状況報告等） 
（１） 需給動向について 
○ 静岡県では、素材の入出荷とも高水準を維持しており、スギ中目Ａ材の需要が強く、適寸 
材の不足により保合となっている。Ｂ材は各地で出材増加にあり、価格下落や入荷制限が見 
られる。 

 
 〇 栃木県では、材種によっては大型製材工場で手持ちがあるため、だぶつき気味の材種では 

価格下落し始めている。今後の入荷量について、梅雨時期及び下刈り時期に入ることから平 
年並になると予想される。 

 
〇 福島県では、素材生産が順調に進み市場に材が多く出回っており、製材品市況が軟化気味 
であるため、丸太価格にも下押し圧力がかかっている。スギ３ｍ柱取り材の価格が下降傾向 
にあったが、６月に入り下げ止まり感が見られる。長期的には保合から弱含みと予想され 
る。 

 
〇 茨城県では、原木の入荷は順調で材の選別が追いつかない状況であるが、６月以降は、素 
材生産者が国有林の請負作業に入るため、入荷量は落ち着くと予想される。 

 
〇 群馬県では、県内の工場が丸太の在庫を多く抱えていることから、丸太価格が値下げ傾向 
にある。特にヒノキ材の入荷が増加しているが、中目材以上の原木を製材する工場が少ない 
ため、柱、土台用以外の在庫が増え始めている。 

 
（２） 主な意見 
〇 丸太の流通形態として、市場ではなく製材工場への直送が増加したことに伴い、大径木等 
の売りづらい材が市場に溢れ出しており、価格に影響を及ぼす要因の一つになっていると考 
えられる。新しく大径木のマーケットを作り出すことができれば動き出すのではないか。 

 
○ 尺上材は中目材より高いというイメージであったが、現在は逆転している。母屋取り材が 
一番高く、柱取り材、中目材、尺上材という順に安くなっており、林家としては納得できな 
い状況である。大径の並材については、大径材まで挽ける機械設備を整えることで、中目材 
と同じ価格にはできると考えている。 


